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国内の生活雑貨、インテリア関連の中小企業・小規模事業者が海外への販路開拓を行うため

には、国内の準備段階から、現地の市場ニーズを的確に把握し、海外向けに「売れる商品」を企

画・開発することが重要です。 

しかしながら、中小企業・小規模事業者にとって、海外の市場ニーズに関する情報収集や商品

のローカライズ等を自ら行うことは多くの困難を伴っており、販路開拓に取り組むうえで大きな課題

となっています。 

そこで、本事業は、海外展開を目指す中小企業・小規模事業者に対して、バイヤーやコーディ

ネーター等で海外の市場ニーズに精通する者（以下、「海外専門家」と称する。）を派遣し、継続

的に商品の企画・開発（改良）のアドバイスを得る機会を提供することで、海外向け商品開発の支

援を図ることを目的とします。 

 

 

海外向け商品開発に意欲的で、海外展開を目指す対象分野の中小企業・小規模事業者１５

社を全国から公募し、採択された中小企業・小規模事業者（以下、「参加事業者」と称する。）に

対し、海外専門家が知見を提供できる場を設定して、海外向けに「売れる商品」の企画・開発を

ご支援致します。 

また、開発した商品をドイツにて展示商談会形式で紹介する機会を設けることにより、本事業の

中で企画開発から市場性の評価まで一貫したサポート体制を構築致します。 

なお、本事業の実施に際しましては、幅広く海外在住の専門家とのネットワークを有する合同会

社Ｔ.Ｃ.Ｉ研究所（京都市）がコーディネート事業者として本事業の運営を行います。 

 

 

（１）応募要件 

 下記①～④を満たす者。 

  ① 中小企業者（個人事業主含む）であって、生活雑貨、インテリア関連の商品を有する者。 

※中小企業者の定義は独立行政法人中小企業基盤整備機構法第２条第 1 項に規定。     

概略は以下の通り。 

 

○製造業・その他 資本金  ３億円以下 または 従業員３００人以下 

○卸売業      資本金  １億円以下 または 従業員１００人以下   

○小売業      資本金  ５千万円以下 または 従業員 ５０人以下 

○サービス業    資本金  ５千万円以下 または 従業員１００人以下 

※対象について、デザイン雑貨、伝統工芸品、ギフト、家具、照明、室内装飾、テー  

ブルウェア、キッチンウエア、アイデア雑貨等を想定するが、対象地域（欧州）へ   

３．応募要件・審査要件・募集件数 

１．事業目的 

Contemporary Japanese Design プロジェクト 

参加事業者の募集について 

（海外専門家派遣事業（生活雑貨、インテリア分野）） 

 

２．事業概要 
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の輸出禁止品目およびわが国の輸出入関連法規で規制されるものは除く。 

    

② 日本に本社を有する中小企業者であり、商品企画・デザイン等の拠点が国内にあること。 

③ 最低限の経営管理体制を整えており、海外展示商談会での受注に対して、海外に輸出す

る体制が取れること。 

④ 独立行政法人中小企業基盤整備機構反社会的勢力対応規程に定義される

「反社会的勢力」（右記リンク参照 http://www.smrj.go.jp/kikou/policy/069486.html）

ではないこと。 

 

（２）審査要件 

① 海外向けの商品開発・プロデュースに対する熱意・意欲および十分な能力を有すること。 

② 本事業において商品開発を行うことで、海外市場で通用する可能性の高い商品を有する

こと。 

③ 本事業の運営について、コーディネート事業者および海外専門家に協力的、かつ主体的

に商品開発や販路開拓に取り組む事ができること。 

④ 以下の商品開発コンセプトに合致した商品開発が期待できること。 

    商品開発コンセプト： 

BtoB 取引を前提としたデザイン化された商品開発。特に海外専門家の意見を取り入れ、

彼らの得意とするインテリア関連商品、デザイン雑貨、ギフトの分野でオリジナリティーある革

新的な商品開発を目指す。正に Contemporary な Japanese design product であること。 

 

（３）募集件数 

     １５件 

 

主な支援の流れは以下のとおり。 

 

主な支援の流れは以下のとおりです。 

①  商品企画、商品開発ための海外市場ニーズ等の情報提供 

 海外専門家を招いてのレクチャー、サンプル等を見てのアドバイスセッション 等 

②  海外市場のニーズに合致する商品企画、商品開発・改良におけるアドバイスおよび海外

展示会等への出展機会の提供 

 各参加事業者において商品開発、商談会の実施、商談サポート 等 

③  海外展示会来場者による商品評価のフィードバック 

 来場するバイヤーらへのヒアリング、各参加事業者への評価のフィードバック 等 

 

 

 

本事業に係る以下の費用は国が負担します。 

① 海外専門家の招聘およびアドバイス支援の提供 

② 海外展示会等の出展料(会場賃借費、基本什器等費用) 

③ 海外展示会等の展示会場での商談支援スタッフ人件費 

④ 本事業における広告宣伝、販促費用（プレス発信費用、媒体費用等） 

 

５．支援の範囲について 

４．支援の流れ 

http://www.smrj.go.jp/kikou/policy/069486.html
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※以下の費用は、参加事業者の負担となります。 

 

① 商品(出展物)製作費および試作費用 

② 出展物の輸送に係る全ての費用（保険料を含む） 

③ 出展物にかかる関税および消費税など 

④ 出展会場で、基本什器以外に自社の意向で加える特別な装飾費、備品等のレンタル

料および電話代等 

⑤ 出展者の渡航費および宿泊費（海外展示会等に自ら参加する場合のみ） 

⑥ 本事業で規定するデザイン・アドバイスの範囲を越える本格的な作図、デザイン業務

（※） 

（※）本事業で規定するデザイン・アドバイスの範囲とは、商品外観や一部の構造デザイン、

コンセプト等のスケッチ、図面、デザイン提案を指し、射出成型の金型や機械的構造等本

格的で長時間の業務が発生するものは規定の範囲外と致します。                                                           

 

 

 

                                                 

（１）提出書類 

申請書（別紙 1）、会社概要および商品紹介資料を PDF 化にしたものを、e-mail にて送付後、

社印を押した申請書の原本を応募先にご郵送下さい。 

※１ 申請書等は返却致しませんので予めご了承ください。 

※２ 郵送／宅配便のみ。直接持ち込みでは受領できません 

 

＜申請書＞ 

  「Contemporary Japanese Design プロジェクト」 申請書（別紙１） 

   

（２）募集期間 

平成２６年３月２７日（木） ～ ５月７日（水） １７時（必着） 

 

（３）選考方法 

提出書類による１次審査を行い、通過した 20 社程度の応募者に対して、面談による２次審

査を行い、総合的に採否を決定致します。提出書類に丌備のないよう十分ご注意ください。     

なお、書面審査の段階において、申請内容の確認や採否の判断の参考とさせて頂くため、必

要に応じて応募企業の代表者等との間で面談を行います。また、追加資料の提出をお願いす

る場合がございますので、あらかじめご留意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．申込み、選考について 

1 次審査（書面） 

 

２次審査（面談） 

 

最終決定 

応募者から提出された申請書等にて内容を確認。 

海外専門家、コーディネート事業者、中小機構を交えた審査会において申

請内容等を確認。 

 

審査会における評価を基に、総合的に判断して採否を決定。 
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（４）採択決定および通知 

採否決定は５月中旬に行い、順次メールおよび文書にて担当者あてにご通知致します。なお、

採否の理由についての問い合わせには応じられませんので予めご了承ください。 

また、採択された応募者におかれましては、5 月 26 日(月)に行われるキックオフミーティング

への参加を原則として必頇とさせて頂きます。 

 

 

 

 ご提出いただいた申請書等については、採択審査評価および商品開発支援を目的として

利用し、その他の目的で利用することはありません。 

 申請書等の内容を確認するために、電話等によるヒアリングをお願いする場合がございま

す。 

 本申込書でお伺いする個人情報は、本事業の円滑な遂行および改善のための分析に利

用します。収集した情報については、法令に基づく開示要求があった場合、本人の同意が

あった場合、その他特別な理由のある場合を除き、第三者には提供致しません。 

 事業終了後に本事業に関する報告書を提出していただきます。 

 申請書等の記載内容に虚偽があった場合、採択後であっても採択を取り消すことがありま

す。 

 応募や採択の状況につきましては、数値処理をした上で、統計資料として公表させていた

だく場合がございます。 

 メディア取材や事例公表等にご協力いただく場合がございますので、ご了承ください。 

 

 

 

 「Contemporary Japanese Design プロジェクト」 

    コーディネート事業者：合同会社 TCI 研究所内  

CJD プロジェクト事務局：担当（東京事務所所長）堀田  

申込先メール： cjdp@tci-lab.com 

申請書郵送先： 〒105-0003 東京都港区西新橋 3-15-6 As One 愛宕３０２ 

 

 

CJD-P プロジェクト事務局メール： cjdp@tci-lab.com 

   CJD-P ホームページ： www.c-japandesign.net 内 CJD-P 特設ページ 

 

（関東）合同会社 TCI 研究所 東京事務所  

         〒105-0003 東京都港区西新橋 3-15-6 As One 愛宕３０２ 

TEL：090-1804-4126（担当：堀田）  

受付時間 10:00～17:00 

 

（関西）合同会社 TCI 研究所 京都本社   

〒602-0072 京都市上京区百々町 546 日吉屋ビル 3F 

TEL：075-441-6644（㈱日吉屋内・担当：宮脇）   

受付時間 10:00～17:00（月～金） 

８．応募先 

 

７．注意事項 

９．本件に関するお問い合わせ 

 

mailto:cjdp@tci-lab.com

